


































第 1 章 研究の背景と目的 
  第１節 研究の背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 
 





  第１節 幼稚園児の添い寝の現状および保護者が抱く理想（研究１） 
１．はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 
２．手続き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 
 ２．１ 対象 
 ２．２ 方法及び手続き 
 ２．３ 質問紙 





 ３．３．１ 誰と添い寝しているか 
 ３．３．２ 添い寝の頻度 
 ３．３．３ 添い寝をする理由 
３．４ 理想とする添い寝のあり方 
 ３．４．１ 誰と添い寝をするのが理想か 
 ３．４．２ 理想とする添い寝の頻度 
 ３．４．３ いつまで添い寝をするのが理想か 
   ４．まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 
 
第３章 添い寝経験が子どもの心に与える影響 
  第１節 大学生が添い寝に対して抱くイメージと添い寝時の思い出（研究２） 
   １．はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 
   ２．方法・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 
    ２．１ 対象 
 
 
    ２．２ 調査時期 
    ２．３ 質問紙の内容 
    ２．４ 収集の手続き 
   ３．テキストマイニングによる分析について・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 
   ４．結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 
    ４．１ 添い寝経験の有無 
    ４．２ トレンドサーチによるイメージ分析と考察 
     ４．２．１ 添い寝のイメージの分析 
     ４．２．２ 添い寝の思い出の分析 





  ２．１ 対象 
  ２．２ 調査時期 
  ２．３ 質問紙の内容 
  ２．４ 収集の手続き 
 ３．結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５ 
  ３．１ 就眠儀式の種類 
  ３．２ 就眠儀式の内容の分析 
   ３．２．１ 就眠儀式に関するワードの収集 
   ３．２．２ 就眠儀式に関するワードのつながり 
   ３．２．３ 就眠儀式と性差の関連性 
   ３．２．４ 就眠儀式と添い寝の位置の関連性 






  ２．１ 対象 
  ２．２ 調査時期 
  ２．３ 質問紙の内容 
  ２．４ 収集の手続き 
 ３．結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４７ 
  ３．１ 添い寝経験による影響 
  ３．２ 添い寝の位置による影響 
 
 
  ３．３ 添い寝の期間による影響 
 ４．まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１ 
 
  第４節 添い寝が信頼感・自立心・依存心に及ぼす影響（研究５） 
   １．はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３ 
   ２．方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５ 
    ２．１ 対象 
    ２．２ 尺度の内容 
    ２．３ 収集の手続き 
   ３．結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６ 
    ３．１ 条件群の設定 
     ３．１．１ 添い寝経験による影響 
     ３．１．２ 添い寝の位置による影響 
     ３．１．３ 添い寝の期間による影響 
   ４．考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６０ 
 
第４章 添い寝が対人依存－非依存に及ぼす影響（研究６） 
  第１節 対人依存－非依存尺度作成の試み 
   １．はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４ 
   ２．方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６７ 
    ２．１ 対象 
    ２．２ 収集の手続き 
    ２．３ 調査時期 
    ２．４ 質問紙の内容 
   ３．対人依存―依存容認尺度の作成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６８ 
   ４．依存―依存容認尺度の信頼性・妥当性・・・・・・・・・・・・・・・・・７０ 
 
  第２節 添い寝と依存欲求および依存欲求容認の関連 
   １．方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７１ 
    １．１ 対象および手続き 
    １．２ 調査時期 





   ３．考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７５ 




  第１節 本研究のまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７９ 
  第２節 望ましい添い寝のありかたへの提言・・・・・・・・・・・・・・・・・８３ 










































































































































































































































































































































































































査時期は 2013年 11月～2014年６月であった。 
 
















３.１ 添い寝と一人寝の割合  
まず，分析対象となった回答全体について，現在子どもと添い寝をしている親の回答と添い寝をし






            Table１ 子どもの年齢別にみた添い寝と一人寝の割合           ％(人数) 
 4歳 0か月～4歳 11か月  5歳 0か月～5歳 11か月  
 全体(n=169) 都市部(n=103) 地方(n=66) 
4歳 
合計 
全体(n=191) 都市部(n=125) 地方(n=66) 
５歳 
合計   
男児          
(n=85) 
女児           
(n=84) 
男児           
(n=47) 
女児              
(n=56) 
男児          
(n=38) 
女児         
(n=28) 
男児          
(n=95) 
女児           
(n=96) 
男児          
(n=63) 
女児       
(n=62) 
男児            
(n=32) 
女児            
(n=34) 




















































































































添い寝している 91.5(248) 91.5(173) 91.5(75) 78.3(47) 87.5(35) 60.0(12) 
過去に添い寝していた 8.5(23) 8.5(16) 8.5(7) 15.0(9) 10.0(4) 25.0(5) 
添い寝したことがない 0.0(0) 0.0(0) 0.0(0) 6.7(4) 2.5(1) 15.0(3) 

















 全体(n=389) 都市部(n=238) 地方(n=151) 
  男児(n=186) 女児(n=203) 男児(n=106) 女児(n=132) 男児(n=80) 女児(n=71) 
両親 23.1(43) 13.8(28) 24.5(26) 15.9(21) 21.3(17) 9.9(7) 
母 52.2(97) 56.7(115) 53.8(57) 55.3(73) 50.0(40) 59.2(42) 
父 8.1(15) 12.8(26) 9.4(10) 13.6(18) 6.3(5) 11.3(8) 
きょうだい 
･祖父母 
16.7(31) 16.7(34) 12.3(13) 15.2(20) 22.5(18) 19.7(14) 
(複数回答，回答者数 324名) 
 















   分析対象となった回答全体について，添い寝の頻度ごとに分け，さらに都市部と地方，性別で分
けた(Table4)。 
 
             Table4 添い寝の頻度         ％(人数) 














毎日 72.0(139) 79.4(139) 71.5(88) 81.1(99) 72.9(51) 75.5(40) 
ほぼ毎日 24.4(47) 13.7(24) 24.4(30) 13.1(16) 24.3(17) 15.1(8) 
子どもが必要とする時のみ 3.6(7) 6.9(12) 4.1(5) 5.7(7) 2.9(2) 9.4(5) 
13 
 


















































   Ａ･Ｂグループでは，「コミュニケーション」を読み取ることができる。たとえば，「今日あったこ
とを聞いたり本の読み聞かせをするため」「子どもとのコミュニケーションが増える」というような
内容の回答があげられる。 
   Ｃグループでは，「体調管理」を読み取ることができる。「体調の変化にすばやく気付くため」な
ど，添い寝をすることで夜子どもが体調を崩した場合にもすぐ気づけるといった内容の記述が見ら
れた。 
   Ｄグループでは，「居住スペースの都合」を読み取ることができる。回答からは，「スペースがな
い」「１つの部屋を寝室としているので一緒に寝ている」など，部屋数が限られているために１つの
寝室を家族で共有している様子が窺えた。 
   Ｅグループでは，「親自身の添い寝経験」を読み取ることができる。「(親自身が)幼い頃から家族
みんなで寝ていたから」など，添い寝をしている親自身に添い寝をしてもらっていた経験があり，
同じように自分の子どもと添い寝をしているようである。 
   Ｆグループでは，「子どもの幼さ」を読み取ることができる。「小さなこどもと一緒に寝ることは
当たり前だと思っている」「まだ幼いので」などの回答が見られた。 
   Ｇグループは，「安心感」を読み取ることができる。「子どもが安心して寝られるように」など，
就寝時に子どもに安心感を与えることを目的とする内容の回答に加え，「小さい時は一緒に寝た方が
安心」など，親自身も子どもと一緒に寝ることで安心感を得ているようである。 
   Ｈグループは，「就寝への備え」を読み取ることができる。「夜起きた時に不安がったりトイレに
行ったりするため」「夜のトイレや病気が多いので」など，子どもが夜目を覚まして起きだした時に
対応することを考慮に入れた上で添い寝を選択している様子が感じられる。 













































































































                Table6 誰と添い寝をするのが理想か        ％(人数) 














































































































 (複数回答，回答者数 315名) 
 
   全体としては，男児の場合「両親(43.9%)」が最も理想とされる人物で，次いで「母親(34.8%)」
であり，女児の場合は「両親」と「母親」が同率(39.5%)で主要な人物であったが，どちらも添い寝
に母親が介在するのが理想であると考えているようである。 
   都市部では，男児，女児ともに理想であると答えた人物の順序が同じである。割合にもほぼ差が
なく，添い寝に母親が介在するスタイルが理想とされていることがわかる。 
   地方では，男児の場合「両親(46.2%)」「母親(36.9%)」の順に理想とする主要な人物として挙げら
れているが，女児の場合，最も理想的な人物は「母親(44.5%)」であり，次いで「両親(30.8%)」が




































            Table7 理想とする添い寝の頻度           ％(人数) 














毎日 51.0(79) 45.8(71) 53.1(52) 49.5(51) 47.4(27) 38.5(20) 
ほぼ毎日 16.1(25) 20.0(31) 20.4(20) 18.4(19) 8.8(5) 23.1(12) 




て，理想とする添い寝の頻度ごとの人数の割合をχ２検定(Java Script Star internet版)により比
較したところ，有意な偏りは見られなかった。 






























理想とする添い寝の期間ごとの人数の割合をχ２検定(Java Script Star internet版)により比較し
たところ，有意な偏りは見られなかった。 
 
              Table8 いつまで添い寝をするのが理想か             ％(人数) 
 全体(n=314) 都市部(n=204) 地方(n=110) 
  男児(n=154) 女児(n=160) 男児(n=96) 女児(n=108) 男児(n=58) 女児(n=52) 
幼稚園にあがるまで 4.5(7) 2.5(4) 5.2(5) 0.9(1) 3.4(2) 5.8(3) 
小学校にあがるまで 54.5(84) 46.9(75) 54.2(52) 51.9(56) 55.2(32) 36.5(19) 
中学校にあがるまで 38.3(59) 42.5(68) 39.6(38) 39.8(43) 36.2(21) 48.1(25) 
中学生以上まで 1.9(3) 6.3(10) 1.0(1) 5.6(6) 3.4(2) 7.7(4) 

































































































































 調査対象は，T 県内の大学生および大学院生 424 名。回答に不備 のあるものを除き，分析対象とな
ったのは，男性 154名，女性 267名の計 421名であった。 
  
２.２ 調査時期 








































 ４.２.１ 添い寝のイメージの分析 





































2.優しさ 17.親子 2.優しい 2.守る 
3.家族 18.楽しさ 3.心地好い 3.歌う 
4.川の字 19.匂い 4.狭い 4.癒す 
5.気持ち 20.イメージ 5.暑苦しい 5.くっ付く 
6.親 21.フィット 6.うるさい 6.甘える 
7.親密 22.お話 7.楽しい 7.繋がる 
8.愛 23.寝心地 8.さみしい 8.起きる 
9.子ども 24.仲 9.大きい 9.ある＊ 
10.不安 25.布団 10.鬱陶しい  
11.解消  26.大事   
12.居心地 27.体   
13.幸福 28.一人   
14.うでまくら 29.寝つき   


















































































































  ４.２.２ 添い寝の思い出の分析 






名詞(29)  形容詞(6) 動詞(13) 
1.絵本 16.寝相 1 あたたかい 1.歌う 
2.お話 17.音楽 2.楽しい 2.遊ぶ 
3.とんとん 18.耳たぶ 3.無い 3.寝る 
4.体 19.祖母 4.暑い 4.ある＊ 
5.親 20.リズム 5.うるさい 5.起きる 
6.いびき 21.体調 6.優しい 6.寝かしつける 
7.布団 22.けんか  7.挟まる 
8.腕枕 23.位置  8.くっ付く 
9.きょうだい 24.地震  9.怒る 
10.テレビ 25.成長  10.取り合う 
11.ぬいぐるみ 26.枕  11.しゃべる 
12.安心 27.トイレ  12.あったまる 
13.日 28.クーラー  13.守る 
14.夢 29.一緒   
15.平和    
＊「その日あった出来事」の「あった」が「ある」として抽出されている。 
 







































































































































































































 ３.２ 就眠儀式の内容の分析 















 人数 ％ 
1.添い寝している人の体を触る 97 38.8 
2.お気に入りの寝具を触る 43 17.2 
3.絵本を読む 26 10.4 
4.爪噛み･指しゃぶり 24 9.6 
5.ぬいぐるみを抱く 23 9.2 
6.自分の体や衣服を触る 8 3.2 
7.マッサージ･体をとんとんする 8 3.2 
8.声掛けをする 6 2.4 
9.会話 6 2.4 
10.テレビ･DVD視聴 3 1.2 










































1.体 12.マッサージ 23.しりとり 1.触れる 12.眠る 
2.親 13.パジャマ 24.コロンコロン 2.握る 13.唇を吸う 
3.絵本 14.声掛け 25.歌 3.読む 14.飲む 
4.指しゃぶり 15.とんとん 26.子ども 4.抱きつく  
5.布団 16.爪噛み 27.キス 5.吸う  
6.ぬいぐるみ 17.端 28.枕元 6.乗せる  
7.お気に入り 18.おしゃべり 29.鼻くそ 7.嗅ぐ  
8.枕 19.挨拶 30.テレビ 8.並べる  
9.タオル 20.愛情 31.きょうだい 9.聴く  
10.唇 21.トイレ 32.おしゃぶり 10.ねだる  























  ３.２.３ 就眠儀式と性差の関連性 
図２は，就眠儀式と性差の関連性を概観したものである。分析対象となったのは，調査の時点で
添い寝をしていた男児 199名，女児 210名分の回答である。 
 

















































































































































  ３.２.５ 就眠儀式と添い寝の頻度の関連性 
図４は，就眠儀式と添い寝の頻度との関連性を概観したものである。 


































































































































たのは，添い寝の有無と性差についての分析では男性 139 名，女性 244 名の合計 383 名であった。添
い寝の位置についての分析では，男性 97名，女性 178名の合計 275名であった。期間についての分析
























































             添い寝あり            添い寝なし       添い寝経験  性差   交互作用 
          男性(n=102)   女性(n=183)    男性(n=37)   女性(n=61)    Ｆ値    Ｆ値    Ｆ値 
S E C U R E   3.08(0.86)    3.03(0.79)      3.28(1.07)   2.86(0.86)       0.02        4.98＊           3.20† 
A N B I V A R E N T   3.50(0.93)    3.42(0.83)      3.25(1.00)   3.62(1.01)       0.92        3.94＊       7.12＊＊ 
A V O I D A N T   2.85(0.78)    2.57(0.81)      2.81(0.93)   2.62(0.91)       0.00        5.60＊       0.18 
自 尊 感 情   2.88(0.65)    2.67(0.60)      3.03(0.90)   2.58(0.71)      0.12       16.26＊＊＊     2.35 













































































                   両 親 の 隣             母 親 の 隣            父 親 の 隣          その他に分類される者の隣        位 置   性差      交互作用  
男性(n=19)  女性 (n=16)          男性(n=48)  女性 (n=109)         男性(n=17)  女性 (n=30)         男性(n=13)  女性 (n=23)          F値         F値       F値 
S E C U R E        2.99(0.86)   3.14(1.10)          3.17(0.99)   2.97(0.71)          2.72(1.01)   2.95(1.10)         2.89(1.03)   2.85(1.17)          0.79          0.07          0.48 
A N B I V A R E N T          3.29(0.88)   3.44(1.06)          3.57(1.06)   3.46(0.84)          3.00(1.20)   3.25(1.06)         2.92(1.04)   3.11(1.06)          2.34†         0.63          0.29 
A V O I D A N T          2.74(0.70)   2.47(0.87)          2.76(0.89)   2.59(0.80)          2.65(1.04)   2.38(0.96)         2.46(1.08)   2.57(1.01)          0.34          1.27          0.43 
自 尊 感 情          3.06(0.62)   2.39(0.80)          2.71(0.73)   2.61(0.58)          2.74(0.95)   2.71(0.82)         2.74(0.95)   2.55(0.79)          0.58          7.39＊＊        1.32 







                     0～3歳まで              4～5歳まで               6歳以上まで             期間        性差          交互作用 
男性(n=18)   女性 (n=31)          男性(n=38)   女性 (n=47)          男性(n=27)   女性 (n=72)           F値           F値            F値 
S E C U R E          3.11(0.85)    3.11(0.93)          3.12(1.04)    3.02(0.75)           2.87(0.99)    3.00(0.90)           0.64             0.00          0.24 
A N B I V A R E N T            3.47(0.94)    3.48(0.98)          3.11(1.06)    3.34(0.94)           3.56(1.05)    3.39(0.94)           1.40             0.04          0.67 
A V O I D A N T            2.94(0.71)    2.74(0.89)          2.61(0.86)    2.37(0.87)           2.94(0.98)    2.59(0.87)           2.88†           4.29＊          0.13 
自 尊 感 情            2.86(0.61)    2.67(0.65)          2.88(0.78)    2.63(0.69)           2.72(0.90)    2.69(0.69)           0.12             2.35          0.38 









































































































































































２.１ 対 象 





































































































  男性(ｎ=100) 女性(ｎ=138) 男性(ｎ=35) 女性(ｎ=49) Ｆ値 Ｆ値 Ｆ値 
＜信頼感＞        
基本的信頼感 2.94(1.10) 2.88(1.03) 3.11(1.01) 3.00(1.09) 1.21 0.39 0.04 
対人的信頼感 3.61(0.74) 3.75(0.63) 3.61(0.76) 3.64(0.64) 0.38  0.98 0.35 
＜自立心＞        
相互独立･相互協調的 
自己観 
3.26(0.73) 3.13(0.66) 3.40(0.84) 2.93(0.74) 0.10 10.59＊ 3.35† 
＜依存心＞        
親への依存性 3.20(0.86) 3.57(0.79) 2.90(0.82) 3.53(0.99) 2.47 21.21＊＊ 1.38 
情緒的依存欲求 3.39(0.86) 3.60(0.72) 3.15(0.82) 3.45(0.72) 3.73† 6.74＊ 0.19 
道具的依存欲求 3.73(0.80) 3.77(0.62) 3.46(0.87) 3.91(0.85) 0.48＊ 6.64＊  4.54＊ 












































＊＊＊p<.001， ＊＊p<.01， ＊p<.05，†p<.10 
 両親の間 母親の隣 父親の隣 その他に分類される者の隣 添い寝の位置 性差 交互作用 
  男性(ｎ=19) 女性(ｎ=15) 男性(ｎ=44) 女性(ｎ=72) 男性(ｎ=16) 女性(ｎ=17) 男性(ｎ=9) 女性(ｎ=18) Ｆ値 Ｆ値 Ｆ値 
信頼感            
  基本的信頼感 3.32(0.99) 2.57(0.79) 2.88(1.12) 2.88(1.01) 3.00(1.10) 2.79(1.04) 2.83(1.02) 3.00(1.01) 0.31 0.51 2.30† 
  対人的信頼感 3.40(0.65) 3.75(0.52) 3.80(0.67) 3.68(0.60) 3.40(0.66) 4.09(0.61) 3.64(0.72) 3.80(0.69) 0.58  6.32＊ 2.50† 
自立心            
  相互独立･相互協調的自己観 3.35(0.78) 3.36(0.54) 3.17(0.72) 3.12(0.59) 3.26(0.84) 3.19(0.58) 3.24(0.60) 2.98(0.67) 0.91 0.71 0.26 
依存心            
  親への依存性 2.93(0.88) 3.61(0.61) 3.30(0.86) 3.53(0.74) 3.14(0.86) 3.61(1.22) 3.56(0.61) 3.78(0.72) 1.45   8.32＊＊ 0.63 
  情緒的依存欲求 3.38(0.87) 3.92(0.58) 3.49(0.76) 3.58(0.65) 3.36(0.75) 3.68(0.77) 3.17(0.91) 3.75(0.73) 0.41   9.42＊＊ 0.85 
  道具的依存欲求 3.39(0.74) 3.80(0.61) 3.87(0.61) 3.74(0.59) 3.67(0.89) 3.90(0.64) 3.85(0.76) 3.83(0.60) 1.02 1.26 1.26 
 男性 女性 添い寝の期間 性差 交互作用 
  0～3歳(ｎ=19) 4～5歳(ｎ=34) 6歳以上(ｎ=26) 0～3歳(ｎ=23) 4～5歳(ｎ=32) 6歳以上(ｎ=53) Ｆ値 Ｆ値 Ｆ値 
信頼感          
  基本的信頼感 3.26(1.15) 2.97(1.01) 2.75(1.11) 2.76(1.03) 3.06(1.15) 2.84(0.92) 0.80 0.43 1.46 
  対人的信頼感 3.80(0.79) 3.62(0.71) 3.41(0.70) 3.54(0.59) 3.89(0.60) 3.76(0.63) 0.91 1.39 3.46＊ 
自立心          
  相互独立･相互協調的自己観 3.30(0.87) 3.29(0.69) 3.38(0.70) 3.30(0.80) 3.13(0.54) 3.11(0.66) 0.23 1.75 0.51 
依存心          
  親への依存性 3.15(0.62) 3.09(0.81) 3.26(1.06) 3.50(0.80) 3.50(0.77) 3.67(0.67) 0.65  8.94＊＊  0.02 
  情緒的依存欲求 3.36(0.96) 3.44(0.71) 3.32(0.94) 3.62(0.68) 3.54(0.76) 3.64(0.70) 0.00 3.39† 0.28 






























































































































































































































































































２.１ 対象  
T県および N県の大学に通う学生 670名。回答に不備のあるものを除いた分析対象は男性 312名，女
性 340名の合計 652名であった。 
 






 調査は 2012年 12月～2014年８月にかけて，大学の授業時間のうち 15分程度を利用して行った。 
 

























具的依存欲求容認尺度｣(項目番号 31～50)の計 40項目について行った。 



















項目    
番号 
質問項目 
想定      
カテゴリー 
因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 共通性 
第1因子 道具的依存欲求容認(α＝.90)  
 
    
46 忙しい人を手伝おうとする 道･容 .82 -.04 -.02 -.02 .63 
43 難しい仕事を一緒にやってくれと頼まれたら引き受ける 道･容 .78 -.01 -.10 -.11 .52 
42 面倒な仕事をしている人を手伝ってやろうとする 道･容 .75 -.06 .03 .01 .57 
45 体調が悪くなった人の仕事を代わりに引き受けてやる 道･容 .75 -.01 -.00 -.05 .54 
50 一人では片づけられない仕事を抱えた人を手伝ってやる 道･容 .75 -.04 .06 .06 .62 
44 誰かが重要な知らせを受け取るときには，そばにいてやろうとする 道･容 .59 .17 -.04 -.04 .41 
48 分からないことがある人には教えてやろうとする 道･容 .58 -.02 .13 .05 .46 
49 探し物を手伝ってやる 道･容 .52 .01 .18 .02 .45 
47 誰かに意見を求められたら助言する 道･容 .52 .02 .07 .05 .34 
第2因子 情緒的依存欲求(α＝.86)   
 
   
3 困っているときや悲しい時には，誰かに気持ちをわかってもらいたい 情 -.03 .78 .04 -.06 .60 
5 何かやろうとする時には，誰かに励まされたり，気づかってもらいたい 情 .11 .76 -.22 .08 .54 
2 いつも誰かに見守っていてもらいたい 情 -.08 .73 .07 -.11 .50 
4 悩み事があるときは，誰かにアドバイスしてもらいたい 情 -.01 .69 .01 -.05 .45 
1 病気の時や，ゆううつなときには誰かに慰めてもらいたい 情 -.09 .65 .16 -.05 .47 
10 困っているときには，誰かに助言してほしい 情 .02 .56 .01 .19 .45 
7 人から｢元気？｣などの気配りの言葉が欲しい 情 .02 .55 .02 .03 .34 
9 病気の時，誰かに世話をしてほしい 情 .12 .45 -.02 .14 .32 
第3因子 情緒的依存欲求容認(α＝.89)    
 
  








情･容 .01 .07 .71 -.01 .56 
35 何かやろうとしている人のことを励ましたり，気づかったりする 情･容 .05 .05 .66 .03 .52 




情･容 .10 -.04 .62 .04 .47 
39 病気の人をみると，看病してやりたいと思う 情･容 .21 -.00 .59 -.05 .54 
第4因子 道具的依存欲求(α＝.80)     
 
 
16 忙しい時には誰かに手伝ってほしい 道 -.02 -.10 .03 .80 .59 
12 面倒な仕事は誰かに手伝ってほしい 道 -.04 -.02 -.07 .70 .47 
13 難しい仕事を当てられるときには，誰かと一緒の方がよい 道 -.09 .04 .08 .66 .47 
20 自分一人で片づけられない仕事があった時は，誰かに手伝ってほしい 道 .07 .05 -.00 .60 .40 
15 体調が悪くなったときには，誰かに仕事を代わってほしい 道 .02 .07 -.02 .56 .35 
 注： 道･受＝道具的依存欲求容認 因子間相関  因子１ 因子２ 因子３ 因子4 
    情＝情緒的依存欲求  因子１  .35 .70 .13 
    情･受＝情緒的依存欲求容認  因子２   .50 .42 
    道＝道具的依存欲求  因子３    .18 
      因子４         
 
削除項目 MD SD 
6 できることなら，いつも誰かと一緒にいたい。 3.14 1.17 
8 できることなら，どこへ行くにも誰かと一緒に行きたい。 2.87 1.15 
11 何か対応に迷うようなときには，誰かに対応のしかたを聞きたい。 3.93 0.89 
14 何か重大な知らせを受け取る場合には誰かそばにいてもらいたい。 3.06 1.14 
17 自分一人で決断しかねるときには，誰かの意見に頼りたい。 3.73 0.99 
18 自分にはわからないことがあったら，誰かに教えてほしい。 4.00 0.89 
19 探し物をしなければならないとき，誰かに手伝ってほしい。 3.37 1.08 
32 誰かの心の支えになりたいと思う。                          ※天井効果による 4.12 0.91 
34 悩んでいる人をみるとアドバイスしようと思う。 3.66 0.97 
40 困っている人がいれば，助言してやりたいと思う。 3.69 0.90 












緒的依存欲求｣で 0.72，｢道具的依存欲求｣で 0.70，｢情緒的依存欲求容認｣で 0.71，｢道具的依存欲求容認｣











































た。分析対象者は 650名(男性 310名，女性 340名)であった。 
 
１．２ 調査時期 








































(男性 171名，女性 242名)であった。 
 
   (１)道具的依存欲求尺度 













   (４)情緒的依存欲求容認尺度 





































 添い寝経験あり 添い寝経験なし 添い寝経験 性差 交互作用 
 男性(n=212) 女性(n=273) 男性(n=100) 女性(n=67) F値 F値 F値 
道具的依存欲求容認 3.59(0.70) 3.91(0.65) 3.53(0.70) 3.82(0.77) 1.34 23.11＊＊＊＊ 0.04 
情緒的依存欲求 3.36(0.71) 3.74(0.66) 3.31(0.83) 3.63(0.90) 1.53 27.01＊＊＊＊ 0.13 
情緒的依存欲求容認 3.77(0.71) 4.15(0.60) 3.64(0.79) 4.07(0.83)  2.87† 40.63＊＊＊＊ 0.14 
道具的依存欲求 3.68(0.74) 3.73(0.74) 3.59(0.80) 3.53(0.83)  4.24＊ 0.00 0.63 










                           








                                                                                                                
 
＊＊＊＊p<.001， ＊＊＊p<.005， ＊＊p<.01， ＊p<.05，†p<.10




  男性(n=37) 女性(n=27) 男性(n=85) 女性(n=144) 男性(n=25) 女性(n=38) 男性(n=24) 女性(n=33) F値 F値 F値 
道具的依存欲求容認 3.68(0.90) 3.87(0.95) 3.55(0.69) 3.93(0.69) 3.53(1.05) 3.59(0.87) 3.45(0.95) 3.87(0.89) 0.98   7.54＊＊ 0.78 
情緒的依存欲求 3.41(0.68) 3.55(1.00) 3.32(0.80) 3.79(0.70) 3.12(0.92) 3.61(0.88) 3.51(0.94) 3.60(0.89) 0.88  9.82＊＊＊ 1.24 
情緒的依存欲求容認 3.87(0.69) 4.01(0.92) 3.76(0.76) 4.14(0.67) 3.83(0.95) 3.96(0.99) 3.79(1.03) 4.11(0.93) 0.07   6.39＊ 0.47 
道具的依存欲求 3.87(0.73) 3.62(0.96) 3.55(0.85) 3.75(0.76) 3.46(1.15) 3.63(0.92) 3.51(0.92) 3.66(1.03) 0.70 0.44 1.03 
 0～3歳まで添い寝 4～5歳まで添い寝 6歳をこえて添い寝 添い寝の期間 性差 交互作用 
  男性(n=28) 女性(n=24) 男性(n=39) 女性(n=35) 男性(n=37) 女性(n=75) F値 F値 F値 
道具的依存欲求容認 3.37(0.86) 3.84(0.95) 3.67(0.91) 3.81(0.86) 3.68(0.94) 3.98(0.80) 1.15    6.13＊ 0.62 
情緒的依存欲求 3.26(0.76) 3.66(0.92) 3.32(0.77) 3.83(0.87) 3.29(1.06) 3.77(0.87) 0.28 13.88＊＊＊＊ 0.08 
情緒的依存欲求容認 3.51(0.71) 4.00(0.92) 3.96(0.88) 4.15(0.84) 3.97(0.90) 4.15(0.86) 2.84† 5.76＊ 0.71 






































































































































































































































































































































した者の割合は 74.4％と，被験者が乳幼児であった 1980 年代半ば～1990 年代初めごろにおいては添い
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